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福井県幼児教育支援福井県幼児教育支援福井県幼児教育支援福井県幼児教育支援プログラムプログラムプログラムプログラム～～～～中間中間中間中間とりまとめとりまとめとりまとめとりまとめ案案案案～～～～のののの概要概要概要概要    

Ⅰ 本県幼児教育の現状 ～９割が三世代同居・近居、長時間の園生活～               
    
    

 

    

  

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

    

    

    

    

Ⅱ 基本的な考え方 ～つながりの力を原動力に ～                    

 １ 幼児教育支援プログラムのキーコンセプト ～福井の絆を幼児教育に～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２“つながりの力”による具体的な施策展開のための着眼点 

①①①①    幼児教育幼児教育幼児教育幼児教育へのへのへのへの意識意識意識意識をををを高高高高めるめるめるめる    

○ 保護者をはじめ県民に広く幼児教育の意義と重要性を周知 

○ 幼児教育を通して県民総ぐるみで幼児期の子どもたちを育む機運を醸成 

②②②②    先生先生先生先生がががが切磋琢磨切磋琢磨切磋琢磨切磋琢磨するするするする    

○ 先生もその意欲や自主性に従い、幼児教育の向上に向けたスキルアップをできる環境を整備 

③③③③    保育所保育所保育所保育所・・・・幼稚園幼稚園幼稚園幼稚園・・・・小学校小学校小学校小学校がががが一貫性一貫性一貫性一貫性をもつをもつをもつをもつ    

○ いわゆる小１プロブレムなどの課題解決や、異なる位置付け、文化を持つ保幼小の融合 

○ 融合により、新たな“気付き”を幼児教育の向上につなげるために、新たな保幼小連携を推進 

④④④④    家庭教育家庭教育家庭教育家庭教育のウェイトをのウェイトをのウェイトをのウェイトを高高高高めるめるめるめる    

○ 家庭教育のレベルアップを応援して、保育所・幼稚園への過度の依存を軽減 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅲ 幼児教育支援プログラムに掲げる施策                   

    
    

①①①①    スタート・アプローチカリキュラムのスタート・アプローチカリキュラムのスタート・アプローチカリキュラムのスタート・アプローチカリキュラムの作成作成作成作成 

 

 

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

 

３３３３幼児自身幼児自身幼児自身幼児自身のつながりののつながりののつながりののつながりの力力力力    

～～～～新新新新しいしいしいしい時代時代時代時代をををを生生生生きるきるきるきる力力力力をををを～～～～    

２２２２幼児教育幼児教育幼児教育幼児教育にににに携携携携わるわるわるわる者者者者のつながりのつながりのつながりのつながり    

～～～～幼児教育幼児教育幼児教育幼児教育のプロがのプロがのプロがのプロが連携連携連携連携～～～～    

１１１１幼児幼児幼児幼児のつながりのつながりのつながりのつながり    

～～～～家庭家庭家庭家庭・・・・地域地域地域地域とのかかわりをとのかかわりをとのかかわりをとのかかわりを豊豊豊豊かにかにかにかに～～～～    

 

幼児家庭（世帯）の状況（H24.1月調査）
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同じ家屋内（2世帯住宅など） 同じ敷地内の別家屋

車で15分以内の範囲 車で１５～３０分以内の範囲

車で３０分以上の範囲

幼児教育に携わる者のつながり ～～～～幼児教育幼児教育幼児教育幼児教育のプロののプロののプロののプロの連携連携連携連携～～～～    

保育所・幼稚園に通園するために外出する時刻
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保育所・幼稚園から帰宅する時刻
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保育所・幼稚園から帰宅後に面倒を見ている者
（Ｈ２４．１月調査　複数回答）
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保育所園児（社会福祉行政業務報告）╱幼稚園児（学校基本調査）の割合

北
 海

 道

秋
 田

 県

山
 形

 県

茨
 城

 県

栃
 木

 県

群
 馬

 県

埼
 玉

 県

東
 京

 都

神
奈

川
県

山
 梨

 県

岐
 阜

 県

静
 岡

 県

愛
 知

 県

三
 重

 県

滋
 賀

 県 京
 都

 府

大
 阪

 府

和
歌

山
県

鳥
 取

 県

岡
 山

 県

広
 島

 県

山
 口

 県 徳
 島

 県

愛
 媛

 県

福
 岡

 県

佐
 賀

 県

長
 崎

 県

熊
 本

 県

大
 分

 県

宮
 崎

 県

鹿
児

島
県

沖
 縄

 県

全
国

平
均

富
 山

 県

福 井 県, 4.7

高 知 県4.4島 根 県4.2
石 川 県4.2

長 野 県3.9

新
 潟

 県

兵
 庫

 県

奈
 良

 県

香
 川

 県

千
 葉

 県

青
 森

 県

0

0.5

1

1.5

2

2.5

3

3.5

4

4.5

5

母親母親母親母親がががが担担担担うううう    
幼児幼児幼児幼児のののの育児育児育児育児・・・・教育教育教育教育    

朝早朝早朝早朝早くくくく夕方夕方夕方夕方までまでまでまで
保育所保育所保育所保育所・・・・幼稚園幼稚園幼稚園幼稚園
でででで過過過過ごすごすごすごす幼児幼児幼児幼児    キーコンセプトキーコンセプトキーコンセプトキーコンセプト    着着着着    眼眼眼眼    点点点点    

① 幼児教育の意識を高める 

② 先生が切磋琢磨する 

③ 保育所・幼稚園・小学校が一貫性をもつ 

④ 家庭教育のウェイトを高める 

三世代同居世帯 

38.8% 
三世代近居世帯 

51.2% 

 

○ 親とのつながり  

○ 祖父母とのつながり  

○ 保育所・幼稚園とのつながり  

○ 地域住民とのつながり  

 

１１１１    幼児幼児幼児幼児のつながりのつながりのつながりのつながり     

○ 保育所・幼稚園と小学校とのつながり  

○ 保育所と幼稚園のつながり  

○ 塾・習い事の指導者とのつながり  

 

２２２２    幼児教育幼児教育幼児教育幼児教育にににに携携携携わるわるわるわる者者者者のつながりのつながりのつながりのつながり    

○ 「保幼小連携のためのスタート・アプローチカリキュラム指針（仮称）」の作成 
    基本的な考え方や方針を内容とする県指針の作成 

○ 小学校がリーダーとなってスタートカリキュラムを作成 
    これを受けて、保育所・幼稚園では年長（５歳）児を対象とするアプローチカリキュラムを作成 

スタートカリキュラムのスタートカリキュラムのスタートカリキュラムのスタートカリキュラムの作成作成作成作成    

 小学校がリーダーとなって、小学校入学までに

必要な事項をとりまとめ、保育所・幼稚園と協議 

保育所・幼稚園 

事前相談 

福井県福井県福井県福井県スタート・アプローチスタート・アプローチスタート・アプローチスタート・アプローチ

カリキュラムカリキュラムカリキュラムカリキュラム指針指針指針指針（仮称） 

福井県幼児教育プログ

ラム（仮称）策定委員会 

協議・作成 

 

 地域事情等を踏まえ、

県指針に基づき検討 

○○小学校 スタート・カリキュラム 
 
１ ■■に関する事項 
 ・・・・・・・・・・・・、・・・・・・。 
２ △△に関する事項 

小学校 

アプローチカリキュラムのアプローチカリキュラムのアプローチカリキュラムのアプローチカリキュラムの作成作成作成作成    

 

幼児自身のコミュニケーション力を高め、学びの基礎となるつながりの力を育てる。 

①感じる心、②伝え合う力、③認め合う心、④向上する力 

 

３３３３    幼児自身幼児自身幼児自身幼児自身のつながりののつながりののつながりののつながりの力力力力    
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つながりのつながりのつながりのつながりの力力力力をををを育育育育 教育教育教育教育    


